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ヒト幹細胞臨床研究実施計画の概要  

研究課題名 
非培養自己ヒト皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞を

用いた腹圧性尿失禁治療の有用性に関する研究 

申請年月日 平成２１年８月１１日 

実施施設及び 

研究責任者 

実施施設：名古屋大学医学部附属病院 

研究責任者：後藤 百万
 

対象疾患 腹圧性尿失禁 

ヒト幹細胞の種類 ヒト皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞 

実施期間及び 

対象症例数 

登録期間 承認後から平成 25 年 3 月 31 日まで 

計 30 症例（女性 10 例、男性 20 例） 

治療研究の概要 

皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞（ADRCs）は、腹部ま

たは臀部の皮下脂肪から従来の脂肪吸引法により採取

し、ADRCs 分離装置により回収する。障害された尿道の括

約筋及び尿道粘膜下に経尿道的内視鏡下で注入し、括約

筋機能を回復させ、尿失禁を治療する。ADRCs が括約筋障

害のために開いた尿道を閉鎖すること、ADRCs が括約筋再

生に向かうこと、ADRCs から分泌されるサイトカインが局

所の血流を改善することなどが、尿失禁を改善させる機

序と考えられる。 

その他（外国での状況

等） 

ADRCs を用いた腹圧性尿失禁治療は国内外において行

われていない。オーストリアにおいて間葉系細胞を用い

たヒト培養自己骨格筋細胞を使用する臨床再生治療が行

われているが、培養過程における安全性の問題は大きな

ハードルとなる現状がある。 

新規性について 

ADRCsを用いる本研究では、細胞供給源として大量の前

駆細胞が含まれる脂肪組織を用いる。細胞分離装置を用

いることで、短時間で前駆細胞が得られる。さらに、腹

圧性尿失禁に対する、ADRCsを用いた臨床研究は世界で初

めてのものであるという点で、新規性が極めて高い。 
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